
〔
書
評
と
紹
介
〕

弘
前
大
学
附
属
図
書
館
編

『
官
立
弘
前
高
等
学
校
資
料
目
録

―
北
溟
の
学
舎
の
資
料
群
―
』

徳
竹

剛

本
書
は
、
弘
前
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
の
官
立
弘
前
高
等
学
校
資
料
の
目
録
で
あ

る
。
以
下
、
本
書
の
内
容
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、
同
資
料
の
構
造
的
把
握
を
試
み
、

書
評
と
紹
介
の
責
を
果
た
し
た
い
。
ま
ず
、
本
書
の
構
成
を
示
し
て
お
く
。

口
絵

ま
え
が
き

第
一
編

官
立
弘
前
高
等
学
校
と
同
校
資
料

一

官
立
弘
前
高
等
学
校
の
歩
み

（
長
谷
川
成
一
）

二

官
立
弘
前
高
等
学
校
資
料
の
所
在
と
整
理
の
経
過

（
長
谷
川
成
一
）

三

歴
史
資
料
と
し
て
の
官
立
弘
前
高
等
学
校
資
料

（
中
園

裕
）

四

官
立
弘
前
高
等
学
校
資
料
の
な
か
の
太
宰
治

（
山
口

徹
）

第
二
編

官
立
弘
前
高
等
学
校
資
料
目
録

目
次

凡
例

Ⅰ

創
設
・
開
校
・
沿
革

Ⅱ

教
員
等
関
係
資
料

Ⅲ

教
務
・
生
徒
関
係
資
料

Ⅳ

学
校
財
政
関
係
資
料

Ⅴ

初
代
校
長

秋
田
實
氏
関
係

Ⅵ

写
真
帖
・
ア
ル
バ
ム

Ⅶ

雑

（
参
考
）
弘
前
大
学
附
属
図
書
館
「
貴
重
資
料
の
利
用
案
内
」

第
一
編
「
官
立
弘
前
高
等
学
校
と
同
校
資
料
」
の
一
「
官
立
弘
前
高
等
学
校
の
歩

み
」
で
は
、
一
九
二
一
（
大
正
十
）
年
四
月
に
開
校
し
、
一
九
五
○
（
昭
和
二
十

五
）
年
三
月
に
閉
校
に
至
る
ま
で
の
官
立
弘
前
高
等
学
校
（
以
下
、
弘
高
）
の
歩
み

が
簡
潔
に
ま
と
め
ら
れ
、
二
「
官
立
弘
前
高
等
学
校
資
料
の
所
在
と
整
理
の
経
過
」

で
は
、
弘
高
資
料
の
整
理
経
過
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
整
理
さ
れ
る
以
前
の
弘
高
資

料
は
、
弘
前
大
学
の
附
属
図
書
館
・
人
文
学
部
・
外
国
人
教
師
館
・
大
学
創
立
五
○

周
年
記
念
会
館
の
四
ヶ
所
に
分
散
し
て
保
管
さ
れ
て
き
た
。
今
回
、
整
理
の
対
象
と

な
っ
た
の
は
、
附
属
図
書
館
と
人
文
学
部
に
保
管
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
り
、
今
後

は
、
附
属
図
書
館
に
集
約
し
て
保
管
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。
整
理
作
業
は

二
○
○
八
（
平
成
二
十
）
年
七
月
末
に
始
ま
り
、
目
録
が
作
成
さ
れ
、
二
○
○
九

（
平
成
二
十
一
）
年
六
月
に
本
書
刊
行
に
至
っ
た
。
な
お
外
国
人
教
師
館
・
大
学
創

立
五
○
周
年
記
念
会
館
に
も
遺
物
・
遺
品
な
ど
の
資
料
が
保
管
さ
れ
て
い
る
。

三
「
歴
史
資
料
と
し
て
の
官
立
弘
前
高
等
学
校
資
料
」
で
は
、
資
料
の
概
要
に
つ

い
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
執
筆
者
の
中
園
裕
氏
は
、
全
国
的
に
官
立
高
等
学
校
（
旧

制
高
校
）
関
係
資
料
の
残
存
状
況
が
芳
し
く
な
い
中
に
あ
っ
て
、
弘
高
資
料
は
総
点

数
一
○
五
五
点
を
数
え
、
各
簿
冊
が
継
続
的
に
揃
っ
て
い
る
と
し
て
弘
高
資
料
の
全
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国
的
位
置
を
示
し
、
数
量
的
に
は
教
員
や
学
生
に
関
す
る
書
類
と
経
理
関
係
の
帳
簿

類
が
多
数
を
占
め
て
い
る
と
、
弘
高
資
料
全
体
に
つ
い
て
解
説
し
て
い
る
。
そ
の
上

で
「
文
部
省
か
ら
の
通
達
文
書
」
、
「
沿
革
関
係
書
類
」
、「
教
員
関
係
書
類
」
、
「
学
生

関
係
調
書
」
、「
雑
誌
類
」
、
「
経
理
関
係
書
類
」
、「
写
真
類
」
の
七
分
野
に
分
け
て
そ

れ
ぞ
れ
紹
介
し
、
弘
高
資
料
の
特
質
を
示
し
て
い
る
。

四
「
官
立
弘
前
高
等
学
校
資
料
の
な
か
の
太
宰
治
」
は
、
一
九
二
七
（
昭
和
二
）

年
四
月
か
ら
一
九
三
○
（
昭
和
五
）
年
三
月
ま
で
弘
高
に
在
学
し
た
津
島
修
治
（
の

ち
の
太
宰
治
）
の
関
連
資
料
八
点
を
紹
介
す
る
も
の
で
あ
る
。
執
筆
者
の
山
口
徹
氏

は
、
津
島
関
連
資
料
と
し
て
、
入
学
志
願
に
際
し
て
撮
影
さ
れ
た
写
真
、
学
籍
簿
や

入
学
者
調
、
成
績
表
な
ど
の
記
載
を
紹
介
し
、
こ
れ
ら
の
検
討
を
通
じ
て
、
津
島
の

高
校
在
学
時
の
席
次
や
、
夏
目
漱
石
に
つ
な
が
る
弘
高
の
文
化
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

一
端
を
示
し
た
。
第
一
編
の
各
章
は
、
い
ず
れ
も
弘
高
資
料
を
利
用
す
る
に
あ
た
っ

て
有
益
な
情
報
と
な
る
も
の
で
あ
り
、
ぜ
ひ
一
読
さ
れ
た
い
。

第
二
編
「
官
立
弘
前
高
等
学
校
資
料
目
録
」
で
は
、
弘
高
資
料
を
冒
頭
に
掲
げ
た

七
つ
の
主
題
に
分
類
し
て
編
成
し
て
い
る
。
各
主
題
の
中
に
は
合
計
五
十
七
項
も
の

小
項
目
が
立
て
ら
れ
て
お
り
、
利
用
者
の
興
味
関
心
に
則
し
た
資
料
検
索
が
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

以
上
が
本
書
の
内
容
で
あ
る
。
資
料
は
、
整
理
・
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

社
会
共
有
の
財
産
と
な
る
の
で
あ
り
、
本
書
刊
行
の
意
義
に
つ
い
て
は
多
言
を
要
さ

な
い
。
ま
た
、
本
書
中
で
中
園
氏
が
、
官
立
高
等
学
校
に
関
す
る
資
料
集
の
刊
行
や

研
究
は
、
一
九
七
○
年
～
八
○
年
代
に
か
け
て
行
わ
れ
た
が
、
近
年
で
は
そ
れ
ら
の

進
展
は
乏
し
く
、
資
料
発
掘
も
進
ん
で
い
な
い
、
そ
う
し
た
中
に
あ
っ
て
、
弘
高
資

料
が
発
掘
さ
れ
、
公
開
に
至
っ
た
の
は
非
常
に
大
き
な
意
義
を
持
っ
て
い
る
と
指
摘

し
て
い
る
。
評
者
も
本
稿
執
筆
に
際
し
て
、
旧
制
高
校
の
公
文
書
の
公
開
状
況
に
つ

い
て
調
査
し
た
が
、
資
料
目
録
が
発
行
さ
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
公
開
さ
れ
て
い
る
の
は
、
第
二
高
等
学
校
（
東
北
大
学
史
料

館
）
、
第
三
高
等
学
校
（
京
都
大
学
大
学
文
書
館
）
、
広
島
高
等
学
校
（
広
島
大
学
文

書
館
）
が
確
認
さ
れ
た
の
み
で
あ
っ
た
。
新
潟
高
等
学
校
資
料
に
つ
い
て
は
、
新
潟

大
学
附
属
図
書
館
に
目
録
が
あ
り
、
資
料
閲
覧
に
も
応
じ
て
い
る
と
い
う
。
こ
の
ほ

か
、
第
一
高
等
学
校
（
東
京
大
学
駒
場
博
物
館
）
、
第
四
高
等
学
校
（
金
沢
大
学
資

料
館
）、
第
五
高
等
学
校
（
熊
本
大
学
五
高
記
念
館
）、
福
岡
高
等
学
校
（
九
州
大
学

大
学
文
書
館
）
な
ど
の
資
料
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
整
理
作
業
の
途
中
で
あ
る
こ
と

な
ど
に
よ
り
、
目
録
の
発
行
あ
る
い
は
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
公
開
等
に
は
至
っ
て

い
な
い
。

こ
の
よ
う
に
、
旧
制
高
校
関
係
資
料
の
公
開
は
、
進
ん
で
い
る
と
は
言
い
難
い
状

況
に
あ
る
。
ま
た
各
旧
制
高
校
関
係
資
料
の
保
存
や
公
開
状
況
に
関
し
て
は
、
保
存

し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
機
関
に
あ
た
り
を
つ
け
て
個
々
に
確
認
す
る
し
か
な
い
。
こ

う
し
た
状
況
の
中
で
、
本
書
が
刊
行
に
至
っ
た
意
義
は
大
き
く
、
長
谷
川
成
一
氏
を

は
じ
め
、
弘
高
資
料
の
整
理
や
刊
行
に
携
わ
っ
た
方
々
に
深
く
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

有
効
に
利
用
さ
れ
る
こ
と
を
願
い
た
い
。

＊

＊

＊

次
に
、
弘
高
資
料
の
紹
介
を
兼
ね
て
、
そ
の
構
造
的
把
握
を
試
み
た
い
。

ま
ず
、
弘
高
の
事
務
組
織
を
確
認
し
て
お
く
。
昭
和
八
年
度
版
『
弘
前
高
等
学
校

一
覧
』
に
収
載
さ
れ
て
い
る
「
校
務
分
掌
規
程
」
に
よ
れ
ば
、
弘
高
の
事
務
組
織
は
、

教
務
課
・
生
徒
課
・
図
書
課
・
庶
務
課
・
会
計
課
か
ら
な
っ
て
い
る
。

教
務
課
は
、
学
科
・
課
程
や
教
官
の
分
担
、
試
験
、
授
業
や
休
業
な
ど
、
教
育
そ

－ 33 －



－ 34 －

の
も
の
を
扱
う
。
ま
た
、
教
官
の
勤
務
の
管
理
も
教
務
課
の
分
掌
事
務
で
あ
る
。

生
徒
課
は
、
生
徒
の
取
締
を
扱
う
。
学
籍
の
管
理
や
寄
宿
寮
に
関
す
る
事
項
も
生

徒
課
の
分
掌
事
務
で
あ
る
。

図
書
課
は
、
図
書
の
保
存
・
整
理
・
購
入
・
貸
付
な
ど
図
書
の
管
理
を
扱
う
。

庶
務
課
は
、
職
員
の
進
退
や
服
務
に
関
す
る
こ
と
を
中
心
に
し
、
学
校
の
運
営
全

般
に
わ
た
っ
て
、
他
の
課
に
属
さ
な
い
一
切
の
事
項
を
担
っ
て
い
る
。

会
計
課
は
、
歳
入
や
歳
出
な
ど
を
扱
う
。
ま
た
、
物
品
や
校
内
設
備
の
管
理
、
雇

の
進
退
等
に
つ
い
て
も
会
計
課
の
分
掌
事
務
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
校
務
分
掌
を
参
考
に
、
弘
高
資
料
の
構
造
的
把
握
を
試
み
た
。
そ
の
結

果
が
【
官
立
弘
前
高
等
学
校
資
料
群
の
構
造
】
で
あ
る
。

た
だ
し
、
本
図
は
、
目
録
上
の
記
載
お
よ
び
「
校
務
分
掌
規
程
」
か
ら
作
成
し
た

も
の
で
あ
り
、
現
物
確
認
を
行
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
、
参
照
し
た
「
校
務
分

掌
規
程
」
は
昭
和
八
年
度
版
で
あ
り
、
そ
れ
以
前
・
以
後
の
組
織
改
正
に
も
対
応
で

き
て
い
な
い
。
こ
う
し
た
限
定
を
付
さ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
目
録
の
記
載
の
豊
富
さ

に
助
け
ら
れ
、
概
ね
正
し
い
構
造
図
が
描
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
る
。
仮

に
資
料
利
用
者
の
手
が
か
り
と
な
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
り
、
今
後
、
よ
り

正
確
な
構
造
図
に
書
き
換
え
ら
れ
る
こ
と
を
切
に
願
い
た
い
。

＊

＊

＊

最
後
に
、
資
料
や
目
録
の
公
開
に
つ
い
て
、
若
干
の
要
望
を
記
し
た
い
。
折
し
も

二
○
一
○
年
一
月
号
の
『
日
本
歴
史
』
七
四
○
号
の
特
集
は
「
日
本
史
研
究
と
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
」
で
あ
っ
た
。
日
本
史
に
関
す
る
論
文
や
資
料
に
関
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

の
現
況
、
特
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
公
開
の
進
展
が
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

歴
史
研
究
者
に
と
っ
て
有
益
な
情
報
が
多
い
。
有
名
な
と
こ
ろ
で
は
、
国
立
公
文
書

館
・
ア
ジ
ア
歴
史
資
料
セ
ン
タ
ー
は
、
公
文
書
の
簿
冊
お
よ
び
件
名
目
録
を
公
開
し
、

資
料
画
像
も
閲
覧
で
き
る
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
ち
な
み
に
、
『
弘
前
高
等
学
校
一

覧
』
の
一
部
は
、
国
立
国
会
図
書
館
の
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
全
ペ
ー
ジ

の
画
像
が
閲
覧
で
き
る
。
評
者
も
旧
制
高
校
関
係
資
料
の
保
存
・
公
開
に
関
す
る
情

報
を
得
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
入
り
口
と
な
っ
た
の
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
あ
り
、

G
oo

g
le

等
の
検
索
サ
イ
ト
や
各
図
書
館
のO

P
A

C

で
あ
っ
た
。

こ
う
し
た
歴
史
研
究
の
現
況
を
ふ
ま
え
る
な
ら
ば
、
本
書
を
元
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
公
開
用
の
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
す
る
こ
と
や
、
資
料
画
像
を
公
開
す
る
こ

と
も
、
弘
高
資
料
の
有
効
活
用
に
向
け
た
、
意
味
の
あ
る
取
り
組
み
と
な
る
。
弘
高

資
料
が
保
存
・
公
開
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
く
、
そ
の
成
果
は
本
書
の
刊
行
と

い
う
形
で
世
に
示
さ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
方
法
に
加
え
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通

じ
て
弘
高
資
料
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
し
、
そ
の
利
用
促
進
に
向
け
た
取
り
組
み
が
継

続
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。
そ
う
す
る
だ
け
の
価
値
を
弘
高
資
料
が
持
っ
て
い

る
こ
と
を
評
者
は
確
信
し
て
い
る
。

（
Ｂ
５
判
、
九
四
頁
、
弘
前
大
学
出
版
会
、
二
○
○
九
年
六
月
、
三
九
九
○
円
）

（
と
く
た
け
・
つ
よ
し

東
北
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
課
程
後
期
）
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【官立弘前高等学校資料群の構造】

◆教務日誌・日誌［Ⅲ-2］
◆生徒名簿［Ⅲ-18］（※厚生補導係１冊含む）

教 ＜文部省令達関係＞［Ⅲ-1］
務 ◆当校入学関係文部省令達綴 ◆本省令達書類綴（※厚生補導係１冊含む） ◆文部省令達進達書類綴
課 ◆各表綴（在学生徒志望調・学科課程表・時間割等）［Ⅲ-28］

＜成績関係＞［Ⅲ-14・Ⅲ-15］
◇学業成績表 ◇判定会議成績表 ◇成績考査原議綴 等

◆入学者写真帖［Ⅵ-1］
＜入学生徒調査関係＞

＜（入学生徒）関係書類綴＞［Ⅲ-6・Ⅲ-7・Ⅲ-8・Ⅲ-9・Ⅲ-10・Ⅲ-12・Ⅲ-13］
（昭和５以前）

（昭和６以降）
◆戸籍謄本綴 ◆家庭調査書簿 ◆在学証書綴

◆関係書類綴
◆卒業・修了証明書綴 ◆資格証明書綴 ◆在学誓書綴

◆入学者調書綴［Ⅲ-4］ ◆性行調査書［Ⅲ-5］
生 ＜学籍異動関係＞［Ⅲ-19・Ⅲ-20・Ⅲ-21・Ⅲ-28］
徒 ◇学籍簿 ◇生徒学籍簿（退学・除籍者学籍簿） ◆退学者ニ関スル書類綴 ◇死亡者ニ関スル書類綴
課 ◇除籍者ニ関スル書類綴 ◇除籍者・退学願書綴 ◇生徒改姓転籍届書綴 ◇休学及休学解除願書綴

＜卒業生・中退生性格調査＞［Ⅲ-11］
◇卒業生性格調査表綴 ◇中退生性格調査表綴

＜処罰関係＞［Ⅲ-16］
◆処罰関係書類綴 ◆処罰録 ◆被処分生徒名簿（校外） ◆全国高等専門学校処罰綴

◆文部省関係書類綴［Ⅲ-1］
◆他高等学校寮費食費其他ニ関スル回答書［Ⅲ-28］
◆評議会決議録［Ⅶ-3］

図 ◆学徒勤労報国隊用図書目録［Ⅲ-22］ ◇勤労報国隊用編成図書未還調［Ⅲ-22］
書

◇(第一回）疎開図書目録［Ⅶ-1］ ◇図書返納督促者名簿［Ⅶ-1］課

◆庶務日誌［Ⅲ-3］
＜職員任免関係＞［Ⅱ-1］

◇高等官任免関係書類綴 ◇判任官身分進退関係綴 ◇講師身分進退関係綴
◇傭外国人教師雇傭契約関係書類 ◇傭外国人教師に関する綴

庶 ＜職員履歴書＞［Ⅱ-1］
務 ◇判任官以下履歴書綴 ◇教官履歴書 ◇嘱託講師履歴書 ◇前職員履歴書綴
課 ◇官等陞叙関係綴［Ⅱ-1］

◇叙位叙勲関係綴［Ⅱ-1］
◇勤務命令簿［Ⅱ-3］
◇教員無試験検定書綴［Ⅱ-1］
◆本校創設ニ関スル寄付者［Ⅰ-1］

＜歳出推算簿＞［Ⅳ-3］
◇経常部歳出推算簿・歳出推算簿 ◇臨時部歳出推算簿

＜支出簿＞
＜学校及図書館特別会計＞［Ⅳ-1・Ⅳ-2］

◇支出簿（学校及図書館特別会計） ◇支出内訳簿（学校及図書館特別会計）
＜一般会計＞［Ⅳ-1］

◇支出簿（一般会計） ◇支払命令官歳出内訳簿
＜歳入徴収簿＞

＜学校及図書館特別会計＞［Ⅳ-9］
◇歳入徴収簿（学校及図書館特別会計） ◇歳入徴収内訳簿（学校及図書館特別会計）

会
＜一般会計＞［Ⅳ-9］

計
◇歳入徴収簿（一般会計） ◇歳入徴収内訳簿（一般会計）

課
＜他、支出入関係＞［Ⅳ-1・Ⅳ-2・Ⅳ-5・Ⅳ-7・Ⅳ-10・Ⅳ-11］

◇歳出簿 ◇旅費書留簿 ◇現金出納簿 ◇歳入歳出外現金出納簿 ◇配当予算差引簿
◇仕払元受高差引簿 ◇歳出概算渡整理簿

＜財産・資金関係＞［Ⅳ-12］
◇国有財産台帳 公用財産 ◇資金台帳 ◇不動産資金台帳 維持資金
◇維持資金土地建物ニ関スル綴 等

＜物品管理関係＞［Ⅳ-4・Ⅳ-6・Ⅳ-8］
◇物品出納簿（在庫） ◇物品出納簿（消耗品） ◇消耗品出納帳 等

＜雇員任用関係＞［Ⅱ-1］
◇傭人命令簿 ◇雇員身分進退関係綴 ◇臨時職員任用関係綴 等

『官立弘前高等学校資料目録―北溟の学舎の資料群―』（弘前大学附属図書館、2009年）に掲載されている目録に従って作成した。
分課は、昭和８年度版『弘前高等学校一覧』収載の「校務分掌規程」に従った。
図中の［ ］内の数字は、上記目録の分類番号である。
図中の＜ ＞は本図作成者が付したシリーズ名である。
図中の◆および◇は、ファイル名である。◆は、上記目録の記載から、作成・保管課を確定した資料であることを意味する。◇は、
上記目録からは作成・保管課が確定できないものであり、目録の記載および同校の校務分掌規程などから作成・保管課を推定した資
料であることを意味する。
資料総点数1055点のうち、本図に含まれている資料点数は873点である。Ⅰ創設・開校・沿革やⅢに含まれている校友会・同窓会関
係、ノート・教科書類、北溟寮関係、Ⅴ初代校長秋田實氏関係、Ⅵに含まれている写真類などは本図に含まれていない。


